
九州工業大学産学連携推進センターあて　  E-mail　office@ccr.kyutech.ac.jp
　   　　　　　　　　　　　　　　　　　 FAX（093）881-6207 TEL（093）884-3485

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒804－8550北九州市戸畑区仙水町１－１

九州工業大学ビジネスプランコンテスト

事業計画書（ビジネスプラン）応募用紙
（提出用・記入例）

　　    留意点　①応募されたビジネスプランは、最終選考に残った場合、原則として公開資料となる
                  ことをご了解の上、ご応募ください。なお、非公開扱いを希望される内容を含む場合
                  は、事前にご相談下さい。また、応募書類の返却はいたしません。
                ②申込内容についての秘密は厳守しますが、特別なノウハウなど秘密事項については
                  法的保護を行うなど申込者の責任で対応してください。
                ③コンテスト当日発表者のビジネスプランは会場配布資料とします。
  　　　　　　  ④また、入賞されたビジネスプランは報告書にて公開します。
                ⑤新たに特許出願を検討しているプランについては、応募に際して「新規性が失われる」 こ 

                  とにより、後に特許を取得できない可能性がありますので、事前に出願手続されること
                  をお勧めします。

　　　 ⑥審査内容については公表いたしません。

　　　 ⑦ビジネスプランの応募及び発表は、日本語で行ってください。

　　　 ⑧応募様式の記入枠（広さ）は応募者が各自で調整してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出日：平成　　年　　月　　日
	事業名
	（応募テーマ・事業内容を端的に２０～３０文字程度で記入ください)

	事業区分
（該当する番号　　　）
	１．　住宅　　２．　医療・福祉　　   ３．　生活文化・生活支援・ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ　　 ４．　環境・ﾘｻｲｸﾙ・産業廃棄物処理

５．　新ｴﾈﾙｷﾞｰ・省ｴﾈﾙｷﾞｰ　　　  ６．　情報・通信(ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ関連含む)　　 　７．　ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ  

８．　新製造技術(省力化含む)　　　９．　流通・物流　　 １０．　人材・教育   １１．　ビジネス支援　

１２．　その他（　　　　　　　　　 　　　　　　）　

	九州工業大学が持つライセンス可能な特許を活用する場合
	（特許番号及び発明の名称を記載して下さい：　　）

（例示：特開2010―101671　部分放電発光検出及び装置）


１．事業名

２．提出者名等
	所属及び
学年または役職
	
	ふりがな
氏  名
	(グループの場合は全員の氏名を記入下さい)

	該当項目の□を■にして下さい。
	□大学生　　　　　　　　□大学院生　　　□高専・専門学校生
□上記学校の職員　　　　　 　　　　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	所属先住所
	〒　　　　
	   -
	

	現住所
	〒　　　　
	   -
	

	氏　　名

(グループの場合は代表者氏名)
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふり),氏)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がな),名)
	
	TEL
	（携帯電話可：連絡可能な電話）

	
	E-mail
	(連絡できるメールアドレス)
	FAX
	

	事業概要

（簡単に）
	（アイデア、ビジネスプランの概要を１５０字以内に簡潔にまとめて記入下さい。）


	○活用する技術及び事業概要（本事業が必要とされる背景、商品・サービスの概要）
・今回の事業のコアとなる技術およびその活用の特徴を簡潔にまとめて記入下さい。

・この事業が必要とされる社会的背景などから、この事業に着眼した視点、思いついたきっかけを記載し、商品・サービス　

　の特徴（差別化、優位性、利便性など）を踏まえ、今後の事業展開を記入下さい。
　（第三者に理解できるように具体的に、機能、内容、特長、技術的原理・裏づけなどを記載）



３．事業アイデア（活用する技術を中心に簡単に仕組みを説明）
	①誰に（ターゲットとなる顧客層）

・誰に事業を提供するのか。（企業or個人（年代、男女、老若）、国内・国外　等）

②何を（何を求めているのか、何に困っているのか）

・どのような価値を提供するのか。そのために何を提供するのか。

③どのようにして提供するのか（独自の技術、ノウハウ）

・どこに提供するのか。どうやって知らせ、どのように届けるのか。

④販売ターゲット（新規市場開拓なのか、既存市場のシェア獲得なのか）

・今回の事業は、今までにないモノを提供するのか、今あるモノに新たな価値を与え置き換えるのか。




４．事業のターゲット（誰に、何を、どのように)
５．類似ビジネスとの相違点(競合製品・商品サービスと比べて優位性と弱点) 
	· 競合状況（比較における強み・弱みなど）

・技術面からの類似商品との比較で何が便利になるかを書く

・市場での競合業者との類似性、優位性(既存商品に対して)：比較表でも可

・どの点に優位性があり、どの点に弱点があるかを具体的に記載する：顧客の視点から




６．事業実施上の問題点・リスク

	・問題点は事業活動の外側にあるのか、内部にあるのか（他社動向、資金など）

・技術的な問題なのか、販売上の問題なのか

・考えられる課題（技術面、販売面）は、短期的なものなのか、長期的なものなのか。

・課題の解決方法はあるのか。




７．この事業に関するあなたの経験、技能、資格、特許、ノウハウなど

	・この事業に関する経験、技能、資格等があれば記載
・違いを生む技術、ノウハウ、知識、経営資源の強み

・特許、実用新案等に関するものは盗まれない程度に記載してください




８．事業の社会貢献度（ビジネスの必要性）
	・社会貢献への考え方

・その他自己アピールできるもの


９．売上計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：千円)　

	事業・商品別計画

（事業名・商品名）
	第　　１　　期

(平成　　年　　月期)
	第　　２　　期

(平成　　年　　月期)
	第　　３　　期

(平成　　年　　月期)

	
	
	
	
	
	
	

	売上高計
	
	
	
	
	
	











受付日





受付番号
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